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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 の 左 右 に 取 り 付 け ら れ る ２ 本 の 鉄 骨 梁 の 高 さ が 異 な る 段 差 梁 の 接 合 構 造 で あ っ て 、
　 高 さ が 低 い 下 段 梁 は 、 前 記 柱 を 貫 通 し 、 当 該 柱 の 一 方 の 側 面 に 剛 接 合 さ れ 、
　 高 さ が 高 い 上 段 梁 は 、 前 記 柱 の 他 方 の 側 面 か ら 突 出 し て ブ ラ ケ ッ ト を 構 成 す る 前 記 下 段  
梁 の 端 部 の 上 面 に 接 合 さ れ 、
　 前 記 上 段 梁 の 端 面 は 、 前 記 柱 の 側 面 に 接 合 さ れ て い な い
こ と を 特 徴 と す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 段 梁 は 、 調 整 部 材 を 介 し て 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ に 記 載 の 段 差 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 接 合 さ れ る 前 記 上 段 梁 の 端 部 の せ い は 、 当 該 上 段 梁 の 端 部 以 外 の せ い  
よ り も 小 さ く 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 段 差 梁 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 柱 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ  
か １ 項 に 記 載 の 段 差 梁 の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

請求項の数　4　（全7頁）



10

20

30

40

50

JP 7256698 B2 2023.4.12(2)

　 本 発 明 は 、 柱 と 梁 の 接 合 構 造 に 係 り 、 特 に 、 柱 の 左 右 の 梁 に 段 差 が あ る （ 床 の レ ベ ル が  
異 な る ） 場 合 の 梁 の 接 合 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー や 大 規 模 物 流 倉 庫 に お い て 、 柱 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 梁 を 鉄 骨  
造 と す る 複 合 架 構 が よ く 用 い ら れ る 。 互 い に 直 交 す る 梁 を 接 合 部 内 で 定 着 す る た め に 、 特  
許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う な 定 着 用 金 物 を 介 し て 、 様 々 な 形 態 の 仕 口 を 有 す る 梁 を 接  
合 す る 構 造 が 開 発 さ れ 、 実 験 や 解 析 結 果 が 蓄 積 さ れ た こ と で 、 通 常 の 耐 震 架 構 と 同 様 に 柱  
梁 接 合 部 は 剛 と し て 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 梁 の せ い の 違 い や 床 の 段 差 に 対 応 す る た め の 接 合 構 造 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献  
２ や 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る 梁 の 下 部 を 支 持 す る ブ ラ ケ ッ ト を 設 け る こ と が 開 示 さ れ  
て い る 。 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 接 合 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 に 対 し て 、 梁  
高 さ に 応 じ た ア ン カ ー を 埋 め 込 み 、 こ の ア ン カ ー に 対 し て 鋼 製 ブ ラ ケ ッ ト を 固 定 す る 。 そ  
し て 、 鋼 製 ブ ラ ケ ッ ト の 上 面 に 梁 を 固 定 す る こ と で 、 柱 を 介 し た 梁 の 接 合 に 際 し て 、 段 差  
を 有 す る 場 合 に も 適 応 可 能 な 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 接 合 構 造 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 の 中 心 に 、 接  
合 を 予 定 す る 梁 の 幅 と 同 等 の 面 幅 を 有 す る 角 型 鋼 管 を 配 置 し 、 こ の 角 型 鋼 管 に 対 し て 梁 の  
端 部 を 溶 接 し 、 角 型 鋼 管 を 含 む 梁 の 端 部 を コ ン ク リ ー ト 内 に 埋 設 す る と い う も の で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 平 ６ － ２ ４ ０ ７ ５ ９ 号 公 報
特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ２ ６ ９ ７ ３ 号 公 報
特 開 ２ ０ １ ９ － ７ ２ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 に 開 示 さ れ て い る よ う な 接 合 構 造 に よ れ ば 、 様 々 な 仕 口 の 形 態 や 、 配 置 高  
さ が 異 な る 梁 の 接 合 に 対 応 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ  
れ て い る よ う な 定 着 用 金 物 を 介 し て 鉄 骨 梁 の 接 合 を 行 う 構 造 で は 、 同 方 向 に 延 設 さ れ る 鉄  
骨 梁 に 段 差 を 設 け て 接 合 す る こ と は 難 し い 。 ま た 、 定 着 金 物 は 、 梁 の 仕 口 の 形 態 に よ っ て  
複 雑 な 形 状 に な っ た り 、 切 欠 き が 設 け ら れ る な ど の 加 工 が 施 さ れ る た め 、 固 定 度 も 低 く な  
り や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 接 合 構 造 の 場 合 、 柱 に は 予 め 、 鋼 製 ブ ラ ケ ッ ト を 固  
定 す る た め の ア ン カ ー を 埋 設 す る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 梁 の 端 部 に は 必 ず 鋼 製 ブ ラ ケ ッ ト  
の 張 り 出 し が 生 じ る た め 、 対 応 可 能 箇 所 が 限 定 さ れ る 場 合 も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る 接 合 構 造 の 場 合 、 鋼 管 に 対 す る 定 着 法 次 第 で 接 合 部  
の 固 定 度 が 変 わ っ て く る と 共 に 、 柱 梁 接 合 部 の 型 枠 が 複 雑 に な り 、 現 場 で の 作 業 が 煩 雑 に  
な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 解 決 し 、 柱 に 取 り 付 く 梁 の 段 差 の 大 き さ （ レ ベ ル 差 ）  
に 関 わ ら ず 、 柱 と 梁 の 仕 口 の 構 造 が 単 純 で 、 容 易 に 施 工 す る こ と の で き る 段 差 梁 の 接 合 構  
造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 段 差 梁 の 接 合 構 造 は 、 柱 の 左 右 に 取 り 付 け ら れ  
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る ２ 本 の 鉄 骨 梁 の 高 さ が 異 な る 段 差 梁 の 接 合 構 造 で あ っ て 、 高 さ が 低 い 下 段 梁 は 、 前 記 柱  
の 一 方 の 側 面 に 剛 接 合 さ れ 、 高 さ が 高 い 上 段 梁 は 、 前 記 柱 の 他 方 の 側 面 か ら 突 出 す る ブ ラ  
ケ ッ ト の 上 面 に 接 合 さ れ 、 前 記 上 段 梁 の 端 面 は 、 前 記 柱 の 側 面 に 接 合 さ れ て い な い こ と を  
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 特 徴 を 有 す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 に お い て 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 柱  
を 貫 通 し て い る 前 記 下 段 梁 の 端 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る こ と  
に よ り 、 柱 に 対 す る 下 段 梁 と ブ ラ ケ ッ ト の 定 着 を 一 度 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 特 徴 を 有 す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 に お い て 前 記 上 段 梁 は 、 調 整 部 材 を  
介 し て 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る こ と  
に よ り 、 段 差 の 高 さ が 下 段 梁 、 あ る い は 上 段 梁 の せ い の 高 さ よ り も 大 き い 場 合 で あ っ て も  
、 発 明 に 係 る 接 合 構 造 を 適 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 特 徴 を 有 す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 で は 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 接 合 さ れ る  
前 記 上 段 梁 の 端 部 の せ い は 、 当 該 上 段 梁 の 端 部 以 外 の せ い よ り も 小 さ く 構 成 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る こ と に よ れ ば 、 段 差 の 高 さ が 下 段 梁 、 あ る い は  
上 段 梁 の せ い の 高 さ よ り も 小 さ い 場 合 で あ っ て も 、 発 明 に 係 る 接 合 構 造 を 適 用 す る こ と が  
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 の よ う な 特 徴 を 有 す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 に お け る 前 記 柱 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ  
ー ト 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の よ う な 特 徴 を 有 す る 段 差 梁 の 接 合 構 造 に よ れ ば 、 端 面 の 形 態 や 梁 の 段 差 の 大 き さ  
に 関 わ ら ず 、 容 易 に 施 工 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 基 本 形 態 に 係 る 段 差 梁 の 接 合 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 梁 の 延 設 方 向 側 面  
の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 段 差 梁 の 接 合 構 造 に お け る 第 １ 応 用 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 段 差 梁 の 接 合 構 造 に お け る 第 ２ 応 用 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 段 差 梁 の 接 合 構 造 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説  
明 す る 。 ま ず 、 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 段 差 梁 の 接 合 構 造 に 係 る 基 本 形 態 に つ い  
て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ は 、 接 合 に 係 る 梁 を 延 設 方 向 側 面 か ら 見 た 様 子 を 示 す 図 で あ り 、  
図 ２ は 、 図 １ に お け る Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 基 本 形 態 ］
　 本 実 施 形 態 に お い て 接 合 対 象 と す る 梁 は 、 柱 １ ０ の 左 右 に 設 置 さ れ る ２ 本 の 梁 で あ り 、  
柱 の 一 方 の 側 面 に 位 置 す る 梁 と 他 方 の 側 面 に 位 置 す る 梁 の 高 さ が 異 な る も の で あ る 。 図 １  
に 示 す 例 で は 、 柱 １ ０ の 右 側 （ 一 方 の 側 面 ） に 延 設 さ れ て い る 一 方 の 梁 の 高 さ が 、 柱 １ ０  
の 左 側 （ 他 方 の 側 面 ） に 延 設 さ れ て い る 他 方 の 梁 の 高 さ よ り も 低 く な る よ う に 接 合 さ れ て  
い る 。 よ っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 一 方 の 梁 を 下 段 梁 １ ２ 、 他 方 の 梁 を 上 段 梁 １ ４ と 称 す る  
。 本 実 施 形 態 で は 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ を 鋼 材 に よ り 構 成 す る こ と と し 、 図 面 に は 一  
例 と し て 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と を Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 す る よ う 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 柱 １ ０ の 一 方 の 側 面 に お け る 下 段 梁 １ ２ と 、 他 方 の 面 に お け る ブ ラ ケ  
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ッ ト １ ６ が 同 じ 高 さ に あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 柱 １ ０ を 貫 通 す る よ う に 下 段 梁 １ ２ を 配 置  
し 、 柱 １ ０ を 貫 通 し た 下 段 梁 １ ２ の 端 部 に よ り ブ ラ ケ ッ ト １ ６ を 構 成 す る こ と と し て い る  
。 下 段 梁 １ ２ と ブ ラ ケ ッ ト １ ６ を 別 体 と し て 構 成 す る 場 合 に 比 べ 、 部 材 の 点 数 を 減 ら す こ  
と が で き る と 共 に 、 下 段 梁 １ ２ と ブ ラ ケ ッ ト １ ６ の 双 方 を 柱 １ ０ に 対 し て 個 別 に 定 着 さ せ  
る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 段 梁 １ ４ は 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ６ の 上 面 に 接 合 す る 構 成 と し 、 柱 １ ０ と 上 段 梁 １ ４ の 端 面  
（ 仕 口 ） と は 接 合 せ ず 、 わ ず か に 隙 間 を 持 た せ る よ う に し て い る 。 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １  
４ と の 段 差 ｈ １ が 、 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ ２ よ り も 大 き い 場 合 に は （ 図 １ に 示 す 例 で  
は 、 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ ２ と 上 段 梁 １ ４ の せ い の 高 さ ｈ ４ は 同 一 ） 、 両 者 の 間 に 隙  
間 ｈ ３ が 生 じ る 。 こ の た め 、 隙 間 ｈ ３ が 生 じ る 場 合 に は 、 調 整 部 材 １ ８ を 介 し て 下 段 梁 １  
２ と 上 段 梁 １ ４ を 接 合 す る 。 こ こ で 、 調 整 部 材 １ ８ の 構 成 に つ い て は 限 定 す る も の で は 無  
い が 、 例 え ば 所 定 の 大 き さ に 切 断 し た 形 鋼 材 に リ ブ を 入 れ て 補 剛 し た ブ ロ ッ ク 材 な ど を 用  
い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 下 段 梁 １ ２ （ ブ ラ ケ ッ ト １ ６ ） と 上 段 梁 １ ４ 、 お よ び 調 整 部 材 １ ８ の 接 合 方 法 と  
し て は 、 溶 接 や ボ ル ト 止 め な ど 、 既 知 の 接 合 方 法 を 採 用 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 効 果 ］
　 上 記 の よ う な 段 差 梁 の 接 合 構 造 に よ れ ば 、 調 整 部 材 １ ８ の 高 さ を 変 え る こ と に よ り 、 大  
き な 段 差 に も 対 応 す る こ と が で き る 。 ま た 、 柱 １ ０ を 貫 通 さ せ た 下 段 梁 １ ２ の 上 面 に 上 段  
梁 １ ４ を 接 合 す る と い う 簡 単 な 構 造 で あ る た め 、 鉄 骨 梁 の 加 工 の 必 要 性 が 低 く 、 施 工 も 簡  
単 で あ る 。 ま た 、 下 段 梁 １ ２ を 柱 １ ０ に 剛 接 合 す れ ば 、 ロ ン グ ス パ ン や 大 き な 積 載 荷 重 に  
も 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 柱 １ ０ を 構 成 す る に あ た っ て は 、 複 雑 な 形 状 の 型 枠 を 構 成 す る 必 要 が 無 く 、 現 場  
で の 作 業 性 も 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 梁 （ 下 段 梁 １ ２ 、 上 段 梁 １ ４ ） の 端 面 形  
態 に 関 わ ら ず 、 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 施 工 性 が 良 好 な た め 、 安 価 に 施 工 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 段 梁 １ ４ は 、 柱 １ ０ 側 に 位 置 す る 端 部 を 柱 １ ０ に 接 合 さ れ て い な い 。 そ し て 、  
上 段 梁 １ ４ の 接 合 は 、 下 段 梁 １ ２ の 端 部 に よ り 構 成 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト １ ６ の 上 面 に 接 合 さ  
れ る （ 図 １ 、 図 ２ に 示 す 例 で は 、 調 整 部 材 １ ８ を 介 在 さ せ て 接 合 さ れ て い る ） た め 、 上 段  
梁 １ ４ を 柱 １ ０ の 側 面 に 接 合 し た り 、 内 部 に 定 着 さ せ る 場 合 に 比 べ て 施 工 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
［ 第 １ 応 用 形 態 ］
　 上 述 し た 基 本 形 態 で は 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と の 段 差 ｈ １ が 、 下 段 梁 １ ２ の せ い の  
高 さ ｈ ２ よ り も 大 き な 場 合 に 、 下 段 梁 １ ２ の 上 面 と 上 段 梁 １ ４ の 下 面 の 間 に 調 整 部 材 １ ８  
を 配 置 し た 上 で 接 合 を 行 う 旨 記 載 し た 。 し か し な が ら 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と の 段 差  
ｈ １ と 、 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ ２ と が 等 し い 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 段 梁 １ ２ の  
上 面 に 直 接 、 上 段 梁 １ ４ を 接 合 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と の 間 に 隙 間 が 生 じ な い 程 度 の 段 差 の 場 合 、 両 者 を 直 接 接 合 す  
る こ と が 可 能 と な り 、 接 合 に 必 要 な 部 材 を 減 ら す こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 こ の よ う な 接  
合 構 造 と し た 場 合 で あ っ て も 、 上 述 し た 基 本 形 態 と 同 様 に 、 接 合 が 簡 単 な 構 造 で あ る た め  
、 鉄 骨 梁 の 加 工 度 が 低 く 、 施 工 も 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 柱 を 構 成 す る に あ た っ て は 、 複 雑 な 形 状 の 型 枠 を 構 成 す る 必 要 が 無 く 、 現 場 で の  
作 業 性 も 良 好 に 保 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 梁 の 端 面 形 態 に 関 わ ら ず 、 適 用 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 施 工 性 が 良 好 な た め 、 安 価 に 施 工 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 第 ２ 応 用 形 態 ］
　 上 述 し た 基 本 形 態 、 お よ び 第 １ 応 用 形 態 で は 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と の 段 差 ｈ １ と  
、 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ ２ と の 関 係 に つ い て 、 ｈ １ ＞ ｈ ２ 、 あ る い は ｈ １ ＝ ｈ ２ の 関  
係 に あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 下 段 梁 １ ２ と 上 段 梁 １ ４ と の 段 差 ｈ １ が 、 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ ２ よ り も  
小 さ い （ ｈ １ ＜ ｈ ２ ） 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 段 梁 １ ４ の 端 部 の せ い の 高 さ ｈ ５  
を 、 上 段 梁 １ ４ の 他 の 部 分 の せ い の 高 さ ｈ ４ よ り も 小 さ く す る こ と で 、 段 差 の 調 整 を 行 う  
よ う に す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 構 造 と す る こ と で 、 梁 の 強 度 を 保 ち つ つ 、 段 差 ｈ １ が 小 さ い 場 合 へ の 対 応 が  
可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 図 ４ に 示 す 形 態 で は 、 上 段 梁 １ ４ の 下 側 フ ラ ン ジ を 上 側 フ ラ ン ジ に 寄 せ る よ う に  
し て 端 部 の せ い の 高 さ ｈ ５ を ｈ ４ よ り も 小 さ く し 、 段 差 ｈ １ が 下 段 梁 １ ２ の せ い の 高 さ ｈ  
２ よ り 小 さ い 場 合 へ の 対 応 を 図 っ て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 に 係 る 段 差 梁 の 接 合 構 造  
で は 、 下 段 梁 １ ２ に お け る 上 側 フ ラ ン ジ を 下 側 フ ラ ン ジ に 寄 せ る よ う に し て 、 ブ ラ ケ ッ ト  
１ ６ の せ い を 小 さ く す る 調 整 を 行 う こ と で 、 段 差 ｈ １ へ の 対 応 を 図 る よ う に し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ … … … 柱 、 １ ２ … … … 下 段 梁 、 １ ４ … … … 上 段 梁 、 １ ６ … … … ブ ラ ケ ッ ト 、 １ ８ … …  
… 調 整 部 材 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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